
それでは・・・

体幹の台形的対応と平⾏
四辺形的対応とでは，ど
んな違いがあるんだろ
う？



麻痺側非麻痺側

台形的対応　と　平行四辺形対応

台    　　形 平行四辺形



台形的対応　と　平行四辺形対応    の例



＜結果＞　２つのグループに差があったもの

①麻痺側・他動・股関節・内転

②上部体幹の回旋

＜台形＞ ＜平行四辺形＞

③非麻痺側・他動・股関節・内転

④下部体幹の回旋

⑤麻痺側・自動・肩関節・水平内転

わずかに後方回旋 やや前方回旋

やや前方回旋やや後方回旋



麻痺側非麻痺側

台形　と　平行四辺形　での比較

●下部体幹の回旋に変化が大きい
●骨盤の後退に関係

●上部体幹の回旋に変化が大きい
●非麻痺側の腰背部筋による代償

台    　　形 平行四辺形

わずかに
後方回旋

やや
前方回旋

やや
前方回旋

やや
後方回旋

●体幹の回旋に関わる要因が対応の違いを作りだしている
●台形的対応の後方回旋より，平行四辺形的対応の前方回旋の方が値が大きい

腰方形筋
腹斜筋
腸腰筋



麻痺側非麻痺側

台形　と　平行四辺形　での比較

●股関節を内転し，
　カウンターウェイトとして使用

●股関節を外転し，支持基底面
を広げるようなかたちで対応

台    　　形 平行四辺形

わずかに
後方回旋

やや
前方回旋

やや
前方回旋

やや
後方回旋

※股関節外旋６筋
・梨状筋
・上双子筋
・下双子筋
・大腿方形筋
・内閉鎖筋
・外閉鎖筋

三角筋前部線維や
大胸筋などに
痙縮や弛緩

大腿筋膜張筋
股関節外旋６筋



まとめ

台　　形 平行四辺形

台形的対応と平行四辺形的対応による座位姿勢の特徴

●上部体幹の回旋に変
化が大きい
●非麻痺側の腰背部筋
の代償に関係
●大腿外側部に緊張を
高め，支持基底面を広
げて対応

●下部体幹の回旋に変
化が大きい
●骨盤の後退に影響
●股関節を内転し，カウ
ンターウェイトとして使
用



麻痺側非麻痺側

台形　と　平行四辺形　での比較

台    　　形 平行四辺形

わずかに
後方回旋

やや
前方回旋

やや
前方回旋

やや
後方回旋


